
　
「
生
き
る　

被
爆
者
の
自
分

史
」（
被
爆
者
の
自
分
史
編
集

委
員
会
）が
今
年
三
月
に
出
版

さ
れ
た
。
そ
の
中
に
二
歳
の

時
に
被
爆
し
た
人
の
証
言
が

あ
る
。
証
言
者
の
父
親
は
出

掛
け
先
で
被
爆
し
た
よ
う
だ

が
、
ど
こ
で
亡
く
な
っ
た
か

分
か
ら
な
い
。
母
親
は
中
区

土
橋
町
で
被
爆
し
、
八
月
二

十
三
日
に
子
ど
も
の
こ
と
を

案
じ
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
と

い
う
▲
原
爆
孤
児
と
な
っ
た

証
言
者
は
親
戚
の
家
を
転
々

と
す
る
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
辛
く
悲
し
い
幼
少
期
、

思
春
期
を
送
っ
た
と
い
う
。

『
原
爆
さ
え
、
な
か
っ
た
ら
』

の
言
葉
が
重
く
の
し
か
か
る

▲
今
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
国
家

暴
力
に
よ
っ
て
侵
略
さ
れ
て

い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
無
差

別
攻
撃
で
多
く
の
市
民
が
殺

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
多
く
の

親
の
な
い
子
が
生
ず
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

一
人
の
独
裁
政
治
家
に
よ
っ

て
多
く
の
人
が
殺
戮
さ
れ
る

こ
と
に
は
非
常
に
腹
が
立
つ
。

早
く
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。  （

Ｋ
・
Ｅ
）

広島医療生協では、定期巡回、ヘルパー、デイサービス、小規模多機能などの事業を展開
しています。（経験や資格のない方でもご相談下さい）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護開設準備プロジェクト
お問い合わせ先：ふれあいセンター協同　事務長（山本）まで　電話 082-874-0455（代）

　
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス

は
、地
域
組
合
員
の
皆

様
が
自
宅
で
安
心
し
て

生
活
を
継
続
し
て
い
く

為
に
、看
護
師
と
、介

護
職
員（
ヘ
ル
パ
ー
）が

密
接
に
連
携
し
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。具
体
的
に
は
①

定
期
的
な
自
宅
へ
の
訪

問（
排
せ
つ
介
助
、服
薬

管
理
等
）、②
看
護
師

に
よ
る
二
十
四
時
間
三

六
五
日
の
相
談
対
応

（
日
々
の
安
否
確
認
、体

調
が
不
安
な
時
の
相
談

対
応
等
。※
無
料
の
テ

レ
ビ
電
話
を
活
用
）、③

緊
急
時
の
対
応（
転
倒
、

急
な
体
調
不
良
や
ト
イ

レ
の
失
敗
等
）、④
訪
問

看
護（
定
期
的
な
体
調

の
確
認
や
医
療
処
置
な

ど
）四
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

複
合
的
に
組
み
合
わ
せ

て
提
供
す
る
、在
宅
生

活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。（
介
護
保
険
の
要

介
護
者
が
対
象
）

　
介
護
や
医
療
が
必

要
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
医
療（
看
護
）と
介

護
が
一
体
と
な
り
利
用

者
さ
ん
の
生
活
を
支
え

て
い
く
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。（
サ
ー
ビ
ス
提
供

地
域
は
日
常
的
な
生

活
の
範
囲
と
決
め
ら
れ

て
お
り
、東
原
・
祇
園

東
包
括
の
圏
域
を
中

心
と
す
る
予
定
で
す
。）

　
当
法
人
で
は
初
め
て

挑
戦
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
で
、地
域
で
も
ま
だ

あ
ま
り
理
解
が
進
ん
で

い
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

支
部
会
議
や
班
会
等

で
学
習
会
等
の
希
望
が

あ
れ
ば
、是
非
お
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

新規事業開設に伴い、介護職員大募集！

　
広
島
市
か
ら
選
定
を
受
け
、二
〇
二
三
年
一
月
か
ら
「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」
事
業
を
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
協
同
で

開
始
し
ま
す
。

　
広
島
市
か
ら
選
定
を
受
け
、二
〇
二
三
年
一
月
か
ら
「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」
事
業
を
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
協
同
で

開
始
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
１
月
開
設
予
定
！

２
０
２
３
年
１
月
開
設
予
定
！

２
０
２
３
年
１
月
開
設
予
定
！

定期巡回サービスを開設します定期巡回サービスを開設します
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4月15日現在
42,232人

13億7,247万円
組 合 員 数
出　資　金

〒731-0121 広島市安佐南区中須二丁目１９-６
TEL（０８２）８７９‒８１２４　FAX（０８２）８７９‒８１８２

機関紙編集委員会
ホームページ
健康まちづくりセンター（旧 組織部)Eメール

www.hiroshimairyo.coop

sos ik ibu@urban .ne . jp

ふれあいセンター協同で、

※1日複数回の訪問が利用できます。

定期的な訪問

○トイレの介助
○服薬の確認
○身体の清拭
　や着替えなど

○体調確認
　医療的処置等
　（看護師）

○必要に応じて
　ヘルパー等を派遣

○コール端末
　通報

事業所（看護師）

必要に応じて

定期巡回・随時対応型訪問介護看護
（ふれあい安心システム）のイメージ
定期巡回・随時対応型訪問介護看護
（ふれあい安心システム）のイメージ







 
 





〒731-0121　
広島市安佐南区中須二丁目19-6
広島医療生協
健康まちづくりセンター
機関紙編集部 宛
☎(082)879-8124　 
FAX(082)879-8182
e-mail:sosikibu@urban.ne.jp

―黒い雨プロジェクト―

3月「黒い雨相談会」を開催3月「黒い雨相談会」を開催

未来に向かって
元気にすくすく育て♪
未来に向かって

元気にすくすく育て♪
未来に向かって

元気にすくすく育て♪

　３月17日（木）沼田診療所待合室、３月29日（火）虹の会館１階
ほっこりで、広島医療生協主催の「黒い雨相談会」（被爆者健康手
帳の申請相談会）を開催し、22名の参加がありました。2021年10
月から始めたこの相談会は、2022年３月までに計12回、参加総数
182名の相談を受けています。
　厚生労働省は2022年４月１日から新たに被爆者健康手帳を受け
取るための要件として、①広島の「黒い雨」に遭ったこと ②障害を
伴う一定の疾病にかかっていること、としました。被爆者健康手帳
を申請される方は、あわせて健康管理手当の申請を行うことがで
きます。
　広島医療生協は、1970年代から黒い雨降雨地域拡大運動に関
わってきました。1980年代は厚生省への申し入れなどを行ったこと
もありました。安佐地域は大雨地域と小雨地域の境になっている
地域もあり、多くの対象者がおられます。今後も引き続き相談会を
開催していきたいと思います。

私の一品私の一品
作ってみて!!

No.73

作ってみて!!

3/17
3/29
3/17
3/29

―安佐地区市民アクション実行委員会―

ロシアのウクライナ侵攻に反対！ロシアのウクライナ侵攻に反対！

　３月９日（水）11時から、「９の日行動」（主催：ストップ！戦争す
る国づくり安佐地区市民アクション実行委員会）が再開され、緑井
天満屋前で約30分の宣伝行動が行われました。
　ロシアの「ウクライナ侵攻反対」「平和憲法を守ろう」「河井問題
で金権政治は許さない」の３点で、マイクによる訴え、スタンディン
グ、「憲法を許さない全国署名」を行いました。参加者は14名、署
名は29筆集まりました。
　職員の参加は２名、理事長をはじめ多くは広島医療生協の組合
員でした。職員の息子さんで23歳の若者も初めて参加し、今回の
デビューでマイクを握り「ウクライナ問題」で自分の思いをしっかり
訴えました。

3/9

お気に入りの１枚！子どもさんやお孫さんなどご家族やペット、風景写真や、
花・植物・作品などなど。身近な出来事、地域やご家庭の話題など、一言を添
えてご応募下さい。
●住所 ●氏名 ●年齢 ●電話番号 ●写真 ●一言
上記をご記入いただきどしどしご応募下さい。
メール・FAX・お手紙お待ちしております！
※投稿いただいた文章は、内容を変えずに、表現を変
更することがありますので、ご了承ください。

※本誌は広島医療生協ホームページに掲載されます。
　（ペンネームでの掲載も可）
※いただいた原稿などはお返しいたしません。

『組合員のひろば』おたより募集『組合員のひろば』おたより募集

『桜満開千光寺』『桜満開千光寺』

Eメール

桜満開の尾道千光寺に行っ
てきました！
桜を愛でながらの古寺巡り
最高！(^^♪

ペンネーム 「医療生協登山サークル最年少」さんより

組合員のひろば組合員のひろば組合員のひろば組合員のひろば
～No.6 ～

▲千光寺より尾道水道を望む

今月のレシピ 鶏飯（奄美の郷土食）

汗を出しながら

熱 の々鶏飯を

食べるの
が

夏の健康法とか…

〈作り方〉
① 鶏ガラの臭みをとるため、湯をかけてから水で洗う。
② ①としょうが、鶏肉を煮てだしを作る。
③ 鶏肉はとり出し、細く裂く。
④ だしにうす口しょう油と塩で味つけする。
⑤ 少なめのご飯にⒶの具をきれいにのせる。
⑥ 熱いだし汁をかける。　　　　　　　　（沼田地区）

〈材料〉（4人分）
鶏ガラ、しょうが
Ⓐ　鶏肉（モモorムネ）
　　卵
　　きゅうり
　　干ししいたけ

　　奈良漬け、紅しょうが、
　　きざみのり
　　レモン、ゆずの皮
ごはん

・・・・・・・・1枚
・・・・・・・・・・・・・・・・4個（錦糸卵）

・・・・・・・・・2本（千切り）
・・・・・・・・・・・・・・6枚

（甘辛く味つけしてみじん切り）
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